
 

 

協会けんぽの国庫負担及び診療報酬改定について（抄） 
 

 

２ 診療報酬改定 
平成 22 年度診療報酬改定においては、我が国の医療が置かれてい

る危機的な状況を解消し、国民に安心感を与える医療を実現していく

ため、厳しい経済環境や保険財政の下ではあるが、配分の見直しや後

発品の使用促進を図りつつ、診療報酬本体の引上げを行う。 

 

(1) 診療報酬改定（本体） 

   改定率  ＋１．５5％ （ネット ＋０．１９％） 
 

各科改定率  医科  ＋１．７４％ 

歯科  ＋２．０９％ 

調剤  ＋０．５２％ 

     

医科については、急性期入院医療に概ね 4,000 億円程度を配分

することとする。また、再診料や診療科間の配分の見直しを含め、

従来以上に大幅な配分の見直しを行い、救急・産科・小児科・外

科の充実等を図る。 

 

(2) 薬価改定等 

   改定率  ▲１．３６％ 
 

薬価改定   ▲１．２３％（薬価ベース   ▲５．７５％） 

材料価格改定 ▲０．１３％  

 

なお、別途、後発品の置き換え効果の精算を行う。 
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